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衆
議
院
議
員
松
木
け
ん
こ
う
君
提
出
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
の
債
権
回
収
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

金
融
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十
四
日
に
「
主
要
行
等
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」
（
以
下
「
監
督
指
針
」

と
い
う
。
）
を
改
正
し
、
「
経
営
者
以
外
の
第
三
者
の
個
人
連
帯
保
証
を
求
め
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
融
資
慣
行
の
確
立

等
」
に
つ
い
て
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
監
督
指
針
の
規
定
は
、
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
（
以
下
「
機
構
」

と
い
う
。
）
の
監
督
に
当
た
っ
て
も
準
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
金
融
庁
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
機
構
の
適
切
な

監
督
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
庁
に
お
い
て
は
、
監
督
指
針
の
改
正
と
は
別
に
、
従
前
よ
り
、
機
構
に

対
し
て
、
債
務
者
等
の
顧
客
保
護
に
つ
い
て
指
導
し
て
き
て
お
り
、
機
構
に
お
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
は
、
経
営

へ
の
関
与
の
度
合
い
等
に
配
慮
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
、
三
、
五
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

機
構
に
よ
る
と
、
機
構
が
債
務
者
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た
件
数
及
び
同
件
数
を
全
体
の
債
務
者
数
で

一



除
し
た
値
は
、
平
成
十
八
年
度
は
八
件
及
び
約
〇
・
〇
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
九
年
度
は
六
件
及
び
約
〇
・
〇
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
年
度
は
一
件
及
び
約
〇
・
〇
〇
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
一
年
度
は
五
件
及
び
約
〇
・
〇
一
一
パ

ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
二
年
度
は
二
件
及
び
約
〇
・
〇
〇
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

機
構
に
よ
る
と
、
機
構
が
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た
件
数
は
、
平
成
十
八
年
度
は
三
件
、

平
成
十
九
年
度
は
三
件
、
平
成
二
十
年
度
は
五
件
、
平
成
二
十
一
年
度
は
二
件
、
平
成
二
十
二
年
度
は
零
件
で
あ
る
が
、
全

体
の
連
帯
保
証
人
数
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
割
合
に
つ
い
て
は
算
出
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

機
構
は
、
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
、
破
産
原
因
が
あ
れ
ば
全
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

連
帯
保
証
人
か
ら
債
権
の
回
収
を
行
う
際
は
、
ま
ず
は
交
渉
に
よ
る
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
連
帯
保
証
人
に
よ
る

不
正
、
財
産
の
隠
蔽
等
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
機
構
と
連
帯
保
証
人
と
の
間
で
は
解
決
が
困
難
で
あ
る
場
合
等

に
は
、
手
続
の
公
平
性
及
び
透
明
性
を
確
保
し
、
貸
付
債
権
等
に
つ
い
て
最
大
限
の
回
収
を
図
る
た
め
、
破
産
手
続
開
始
の

申
立
て
を
行
う
こ
と
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



九
に
つ
い
て

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
例
え
ば
、
債
務
者
へ
の
嫌
が
ら
せ
や

申
立
て
の
取
下
げ
を
交
渉
材
料
と
し
て
自
ら
の
債
権
回
収
を
有
利
に
進
め
る
な
ど
の
目
的
で
債
権
者
が
破
産
手
続
開
始
の
申

立
て
を
し
た
場
合
等
を
想
定
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。

三


